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は じめ に

珪 藻 は 、 淡 水 ・汽 水 ・海 水 いず れ の水 域 に も生

息 す る が、 塩 分 濃 度 ・栄 養 塩 類 ・pH・ 止 水 ・ 流

水 な どの 環 境 要 因 に応 じて種 に よ っ て特 有 の 分 布

を示 し、 環 境 に対 す る指 標 と して使 用 で き る もの

も多 い。 そ して 、 現 生 珪 藻 の 生 息 環 境 と分 布 の 関

係 につ い て は 、Hustedt(1930.1959.1961-1966)、

PatrickandReimer(1966.1975)な ど古 く か ら

多 くの 研 究 が な さ れ て い る。 ま た、 珪 藻 は細 胞 壁

に硅 酸 質 が 高 度 に蓄 積 した硬 い被 殻 を持 つ 。 この

被 殻 は、 細 胞 の 死 後 堆 積 物 中 で も分 解 さ れ ず 、珪

藻 遺 骸 と して保 存 さ れ る。 した が っ て 、 堆 積 物 中

の珪 藻 遺 骸 を分析 す れ ば 、 堆 積 当 時 に生 息 した珪

藻 の種 構 成 す な わ ち、 そ の地 点 の 古 環 境 を復 元 す

る こ と が で き る。

この 珪 藻 分析 に よ っ て堆 積 環 境 を推 定 しよ うと

す る試 み は 、主 と して花 粉 分析 な ど と平 行 して行

わ れ 、E.YHaworth(1976)は 北 ス コ ッ トラ ン ド

のCam湖 及 びBorralan湖 につ い て湖 底 堆 積 物 中

の珪 藻 と花 粉 を分 析 し、H.EvansandR.Walker

(1977)は 北 ウエ ー ル ズ ・ス ノー ドニ ア の2つ の

貧 栄 養 湖 の湖 底 堆 積 物 の珪 藻 分 析 に よ って 両 湖 の

相 互 関 係 を推 定 した。 ま た 、J.Barron(1976)は

カ リ フ ォル ニ ア に お い て絶 滅 種 の 出 現 範 囲 に よ っ

て各 地 の 第 三 紀 層 を対 応 させ た 。

日本 に お い て も珪 藻 分 析 に よ っ て第 四 紀 の 堆 積

環 境 を 推 定 し よ う とす る 試 み は 、 琵 琶 湖(S.

MoriandS.Horie,1975)、 京 都 府 深 泥 池(深 泥

池 研 究 グ ル ー プ,1976)、 奈 良 盆 地(野 口 ら、1978,

1979)な ど各 地 で 行 わ れ て い る。 ま た 、完 新 世 の

海 面 変動 、 特 に縄 文 海 進 に関 連 した研 究 も数 多 く

Y.Hasegawa(1968)の 関 東 平 野 で の 研 究 の他 、歌

代 ほ か(1975)の 岡 山 県 倉 敷 市,S.Kumanoand

S.Miyahara(1981)の 大 阪 湾 左 門殿 川 川 口 な どの

研 究 が あ る。

北 海 道 に お い て は 、 完 新 世 の 海 面 変 動 につ い て

の研究は、主 としてY.Igarashi(1975)な どによ

る花粉分析 と関連 させた貝化石の分析 によって行

われて きた。赤松(1969)は 北海道沿岸 地方の数

ヶ所の貝塚及び 自然 貝殻 層を、大 島 ほか(1972)

は北部北海道オホーツク海沿岸のクッチャロ湖畔

の自然貝殻層 を分析 し、ともにその出現種の生息

環境 より縄文時代前期から中期(6000～4000年 前)

の海水準が現海水準より3～4m上 昇 したことを

示 し、同 時 に大 島 ほかは、クッチャロ湖の形式

史についても、高海水準期 に湾口の海面下に発達

していた砂州が、海退 とともに砂堤へと発達 し湾

口が狭 くなってクッチャロ湖へ と変化 したとして

いる。 しかし、珪藻分析 によるデータは稀である。

そこで、前述のクッチャロ湖 を選び、花粉分析 ・

貝類化石分析 とともに本湖の完新世の古環境 を推

定 し、同時に完新世海面変動についての1つ の情

報 となることを目的として珪藻分析 を行った。

本研究 を行 うにあたり、試料の提供 を受けた北

海道開発局稚内開発建設部の方々に深 く感謝する。

また、適切な助言をいただいた神戸市立教育研究

所の前田保夫先生、現生珪藻の採取 に際 して御協

力いただいた同研究所の研究グループの方々に厚

く感謝する。

材 料 と方 法

1.採 取 地 点

試料 は1980年8月8日 一8月9日 に北 海 道 開 発

局 稚 内 開 発 建 設 部 に よ っ て採 取 され た ボ ー リ ング

コ ア を用 い た。 その 採 取 地 点 は図1に 示 す よ うに、

ク ッチ ャ ロ湖 ・小 沼 に注 ぐ安 別 川 下 流 の 石 堂 橋 付

近 で 、標 高4m・ 安 別 川 の 川 床 水 面 か ら2.79mの 地

点 で あ る。14C年 代 は9050±100y.B.P(N-3992)

で あ っ た 。 ま た 、 松 島(1982)は ボ ー リ ング地 点

よ り約10m離 れ た 安 別 川 沿 い の 崖 に お い て カ キ礁

(深度 一2.0～ 一1.6m)を 観 察 し、 そ の14C年 代 は

5610±130y.B.P(Gak3083)で あ り、 カキ 礁 の 下
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の ア サ リ主 体 の 貝 殻 層(深 度 一2.2～ 一2.Om)の

14C年 代 は5890±95y .B.P(N-3991)で あ っ た。な

お 、 ク ッチ ャ ロ湖 は 水 質 は低 鍼 水 で あ り、 周 囲29

.3km、 面 積14.3k㎡ 、 最 大 深 度2mを 有 す る。 ま た

大 沼 の 水 面 は標 高1m(理 科 年 表1981)で 、湖 岸 は

主 と して ア シ湿 原 と な っ て い る。

2.処 理 方 法

各 試 料 の 処 理 方 法 を以 下 に示 す 。 ① 試 料 約7gを

ビー カー に と り、8%過 酸 化 水 素 水 ・ピロ リ ン酸 ナ

トリウ ム を加 えて 泥 化 す る。腐 植 土 の場 合 は、 水

を加 えて ペ ー ス ト状 に し、次 亜塩 素 酸 ナ ト リウ ム

を加 えた 後 に この 操 作 を行 う。② 水 を加 えて約200

αcと し、24時 間静 置 した後 に上澄 液 を捨 て 、再 び

水 を加 え て200GGと す る。こ の操 作 を12時 間 お き、

6時 間 お き と数 回 ず つ 繰 り返 し、 最 後 は3時 間 を

下 限 と して上 部 約 号 が透 明 に な る ま で 行 う。 この

操 作 に よ っ て 試 料 中 の粘 土 や 有 機 質泥 を除 く。③

試料 を陶 磁 器 に移 し静 置 して 沈 澱 させ た後 、軽 く

振 動 させ な が ら浮 き上 が る珪 藻 被 殻 を含 む部 分 を

ピペ ッ トで と る。 ④ 塩 酸:硝 酸 一1:3の 混 酸 を

加 えて 約80℃ まで 加 熱 し、 有機 物 を分 解 す る。 ⑤

遠 心 分 離 に よ っ て5回 以 上 水 洗 して 酸 を除 去 し、

水 で適 当 な濃 度 に うす め て パ ラ フ ィ ン伸 展 器 上 で

乾 燥 させ、Pleuraxで 封 入 してプ レパ ラー トとす る。

以 上 の よ うに処 理 した試 料 は 、15×40ま た は15×

100(油 浸)の 顕 微 鏡 で 検 鏡 し、同 定 は顕 微 鏡 写 真 に

よ っ て 行 っ た。 計 数 は15×40で メ カ ニ カ ル ス テ ー

ジ を用 い て 、視 野 を横 切 る任 意 の 直 線 に沿 っ て被

殻 数 が約300に な る まで 行 っ た 。

結 果 及 び 考 察

1.生 息 環 境 に よ る珪 藻 の 分 類

す で に述 べ た よ うに 、珪 藻 は そ の生 息環 境 に よ

っ て い くつ か に分 類 す る こ と が で き るが 、 今 回 は

海 面 変 動 との関 係 を調 べ る た め に 、生 息 す る水 域

の塩 分 濃 度 に よ っ て淡 水 生 種 ・汽 水 生 種 ・海 水 生

種 の3つ に分 類 した。 この 分 類 は、主 と してHus-

tedt(1930.1959.1961-1966)、PatrickandReimer
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(1966.1975)に 基 づ い た 。 た だ し、珪 藻 は 一 般 に

生 息 範 囲 が 広 く、特 に汽 水 生 種 の中 にはRんop配o読 α

9ご飴eγ掘αの よ う に相 当 広 い 範 囲 の塩 分 濃 度 に生

息 す る完 全 広 塩 性 の もの や、1Vαvごc窃Zαm翻cα の よ

うに淡 水 生 種 で あ り な が ら汽 水 域 に も産 す る も の

も あ り、 この 分 類 は 明 確 な もの で は な く、 一 応 の

目安 と考 え る。

海 水 生 種 は さ ら に形 態 に よ っ て 羽状 目 と中 心 目

と に 分類 し た。 羽状 目の 種 は 大部 分 が底 性 で あ り、

太 陽 光 の透 過 す る沿 岸域 の 浅 い海 の 海 底 に生 息 す

る。 一 方 、 中 心 目 の種 は 大 部 分 プ ラ ン ク トンで あ

る。 プ ラ ン ク トン には 沿 岸 性 ・遠 洋 性 とい う明 確

な区 別 は な い が 、底 性 の も の に対 して プ ラ ン ク ト

ンの 割 合 が 高 い ほ ど深 い海 で あ る と考 えた 。また、

De磁c撹ZαZα 漁 につ い て は 、各 層 を通 じて 出 現 頻

度 が非 常 に高 い た め1種 の み単 独 に扱 っ た 。 本 種

は 、 過 去 の 研 究 に よ るデ ー タ の 少 な い種 で あ る が

上 の 分 類 に よ る と、 ほ ぼ 汽 水 生 種 に近 い と考 え ら

れ る。

上の 分 類 に よ る各 珪 藻 群 とDe磁c配 αZα 嘱α、

及 び 出 現 種 の 中 か ら生 態 的 に特 徴 が あ り優 占的 に

出現 した もの を種 あ るい は 属 の レベ ルで4っ 選 び

そ の 出 現 頻 度 を柱 状 図 と と も に図2に 示 した 。 な

お 、Nぬ5cん どαgγ αη賜如 αは イ ギ リス の 砂 浜 に多

数 生 息 す る こ と が報 告 され て お り(Hendy,1964)、

砂 浜 の 指 標 種 で あ る と考 え られ る。 また 、 羽 状 目

のGγ αη観αZOPんoγαSPP.、 中 心 目 のMc♂05〃 α

甜Zc碗 αは 、底 性 として も プ ラ ン ク ト ン と して も沿

岸 域 に ご く 普 通 に 出 現 す る こ と が 知 ら れ て い る

(小 久保 、1973)。 そ して 、 中 心 目の 海 産 プ ラ ン ク

トン と してCo5c加o痂5c鰐spp.を 選 び深 い海 の

指 標 と して 扱 っ た 。

2.珪 藻 帯

上 の数 種 と各 珪 藻 群 の 出現 頻度 に基 づ い て 、 全

コ ア を図2に 示 す よ うにA・B・C・Dの4っ の

Diatomzoneに 分 類 した 。

a)DiatomzoneA

ま ず、DiatomzoneAは 最 下 部 の深 度 一19.8～

一18
.8mの 層 準 で 、層 相 は腐 植 土 で あ る。

珪 藻 で は淡 水 生 種 が50%か ら10%程 度 へ と急 激

に減 少 す る。 ま た 、 一19.8mの 層 準 で は ほ とん ど

出 現 しな い 海 水 生 種(中 心 目)が 現 われ 始 め、Dεη一

zぎc配αZα碗αと と も に増 加 す る。 す な わ ち、 こ の

珪 藻 帯 は完 新 世 の海 進 に よ っ て 海 水 の 影 響 を受 け

始 め 、沿 岸 の 汽 水 域 か ら しだ い に海 へ と移 行 し た

時 期 の堆 積 物 で あ ろ う。

次 に 、 出現 す る淡 水 生 種 の う ち主 な もの を選 ん

で 、 そ の 出現 頻 度 を表1に 示 した 。 そ れ に よ る と

ル1eγ認 ∫0ηdγC掘 αγeやSッ ηdγα π伽αな ど、好 流 水

性 で あ る と考 え られ る もの は ほ とん ど見 られ な か

った 。 ま た 、一 般 に湿 地 に お い て は 、 多数 の種 を

有 す る属 の 中 で もCッm加 〃αspp.Go即 んoηemα

SPP.に 較 べ て、好 酸 性 で 止 水 性 のPぎηηぬ γ∫αSPP.

E観oぬspp.が 出現 頻 度 あ る いはtaxa数 に お い

て優 占す る こ と が知 られ て い る。一19.8m、 一18.8

mの 各 層 準 と も明 ら か に この 傾 向 を示 して お り、

しか も好 気 性 で湿 っ た土 壌 の 表 面 な ど に生 息 す る

Nαッ♂cぬ 祝祓cα も 多 く見 られ る こ とか ら、本 地

点 が池 沼 で は な く湿 地 で あ っ た こ とが推 測 され る。

表1.主 な淡 水 生 種 の 出 現 頻 度 。()内 は 各 属 に含 まれ るtaxa数 (%)

一19
.8m

一18
.8m

一2
.7m 現 生種

E槻oZ∫ α SPP・ 19.0(5) 9.3(7) 31.0(9) 6。0(6)

Pぎ ηη窃zα γぎα SPP・ 10.3(4) 12.0(4) 24.3(8) 5.6(7)

C遡6e〃 α SPP・ 4.0(2) 5.0(1) 1.3(1) 6.0(6)

Oo即 んoπe観 α SPP・ 1.0(2) 0.3(1) 1.7(3) 6.7(5)

ノVα画cπZα
●

ηZ硯ZCα 12.3 10.6 8.0 0.7

ル1eγ読oη c∫γc堀 αγe 1.0 一 7.3 7.7

Hα ηZ2scん ●乙α α卿 んごoコσツ5 『 1.0 8.3 一

Tα6e〃 α磁 ノZocc初Z・3a 一 0.3 5.0 10.0

8ツ ηθdγα 協 ηα 一 0.3 0.7 6.0
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な お 、本 種 は汽 水域 に も産 し、Rんoρ αZoのα 即 肋 一

θγ㍑1αを大 多 数 とす る他 の 汽 水 生 種 と と も に汽 水

の 影響 を表 わ して い る こ と も考 え ら れ る。

b)DiatomzoneB

深 度 一18.8～ 一9.8mの 層 準 で、層 相 はmudか ら

silt,sandysiltへ と移 行 す る。 こ の層 準 で は 、

淡 水 生 種 は15%前 後 と な り、.DeηZ∫c初ZαZα漁 と中

心 目 を主体 と す る海 水 生 種 が圧 倒 的 に優 占す る。

ま た 、Gγα7πmαZopんoγαspp.の 小 さな ピー ク が 見

られ た後 、DiatomzoneAで ぱ 全 く出 現 しな かっ

たCo5c加odごsc郡spp.が 現 わ れ 始 め 、本 属 に 、

Ac伽 ・cツc1窃5eん γeη6θγ9どど,Cツc!・Ze〃 α5ZツZ・ 一

γ鵬S卸 んαπ・ρ卿5餅 γど5,4cZぎ η・ρ砂C勧5

槻d掘 伽 榔 な ど を加 え た海 水 生 種(中 心 目)が 一13

.8mの 層 準 に ピー ク を持 つ 。

つ ま り、 海 進 に よ っ て 本 地 点 が あ る程 度 深 い海

と な っ た こ と を示 して い る。DiatomzoneBの

期 間 中 の水 深 は 、 ほ ぼ 同 じか あ る い は 一13.8m前

後 の 層 準 が や や 深 い とい う程 度 の もの で あ ろ う。

c)DiatomzoneC

DiatomzoneCは 、 深 度 一9.8～ 一3.7mの 層

準 で あ り、層 相 はsiltysandか らsandへ 移 行 し、

さ ら に ト部 で はgrave1が 混 入 す る。

この 層 準 で は 、 海 水 生 種 は 全 体 と してDiatom

zoneBよ り増 加 す る が 、その 内 容 は中 心 目 が減 少

して 羽状 目 が ピー ク に達 して お り、水 深 はDiatom

zoneBよ り浅 くな った と推 定 され る。優 占種 も一

7.5mのGγ α7ηmαZopんoγαspp.Me!05〃 αsπZcαZα

か ら一6.5mのNごZ23c痂 αgγ αη配αZαへ と変 化 し、

本 地 点 が沿 岸 域 の浅 海 か ら砂 浜 へ 移 行 した こ と を

示 して い る。 な お 、Nぬ5c配 α9γ αηπ短 αの 優 占

す る一6.5mの 唇準 の 堆 積 時 以 降Gγ αηmαZo帥oγ α

spp.及 びCosdηo読5c郡spp.な どの 海 水 生 種

(中 心 目)が 増 加 す る傾 向 が あ るが 、 こ の 点 につ

い て は 、再 び 水 深 が深 く な っ た こ との 他 、底 性 で

砂 質 を好 むNぬ3cん ぬgγ αηπZα置αが 生 息 で き な い

環 境 に プ ラ ン ク トン と して 容 易 に侵 入 した こ と な

どが 原 因 と して 考 え られ る。

d)DiatomzoneD

DiatomzoneDは 、深 度 一3.7～ 一2.7mの 層準

で 、sandとgravelの 層 で あ る。ここで は、海 水 生

種De刎 ごc配αZα厩αと も急 激 に減 少 して ほ と ん ど

出現 しな くな り、 大 部 分 が淡 水 生 種 で 占 め られ る

よ うに な る。つ ま り、 一2.7mの 層 準 で は 低 鍼 水 か

あ るい は 完 全 な淡 水 域 へ 移 行 した と言 え る。

また 、 表2に 示 した よ うに、 こ の珪 藻 帯 も や は

りCymろ θ〃αspp.Gompんoη θmαspp.に 対 して、

p伽 π♂α磁spp.Eπ ηo磁spp.が 圧 倒 的 に優 占

し、泥 炭 性 の 池 沼 に 多 いTα6e〃 αγ∫α ∫♂OCC窃ZO5α

や好 気 性 のNα 耽 πZαm磁cα も 多数 出 現 す る こ と

から、湿 地 で あ った こ と が推 定 され る。そ してMeγ ご一

読0ηC命Cπ!α γeやDぬZO観 α 兇Zgα γeな ど、好 流 水

性 の もの も い くつ か見 られ 、 川 道 付 近 で あ っ た こ

と も考 え られ る。

な お 、 コ ア の採 取 地 点 付 近 に お い て安 別 川 の 底

泥 を採 取 し、 現 生 珪 藻 につ い て 同 様 の分 析 を行 っ

た とこ ろ 、 海 水 生 種(中 心 目)1%、 海 水 生 種(羽

状 目)4.7%、 汽 水 生 種6.7%、 淡 水 生 種85.7%と い

う結 果 で あ っ た(未 発 表)。 この デ ー タ は1度 の み

の 調 査 で 、珪 藻 の季 節 的 消 長 を考 慮 に入 れ て い な

い もの で は あ る が 、一 応 の 目安 と考 え れ ば 、 各 現

生珪 藻 群 の 出 現 頻 度 は 、一2.7mの 層 準 よ り得 た も

の に較 べ て や や 海 水 傾 向 を持 つ もの の 、 ほ ぼ 同 じ

構 成 と言 え る。 しか し、 表2に 示 す よ うに 、優 占

種 は 止 水 性 のP∫ π照Zαγ∫αspp.E窃 πo磁spp.か

ら、 止 水 ・流 水 ど ちらに も生 息 す るCッ 勅e〃 αspp.

Go即 んoηemαspp.や 、 ど ち ら か と 言 う と流 水 を

好 むSッ η記 γα 窃1ηα,あるい は真 流 水 性 の ル1θγ油oη

cどγc配αγθへ と変 化 し、 流 水 の 傾 向 が 強 く見 られ

た。 この 結 果 か ら も、一2.7mの 層 準 の 堆積 当 時 は

止 水 に近 い環 境 で あ っ た こ と が確 認 され る。

3.出 現taxa数 に つ い て

各 珪 藻群 に含 まれ る出 現taxa数 の 変 化 を図3に

示 した 。t3xa数 が 多 いほ ど その 分 類 群 の 生 息 に好

条件 で あ っ た と考 え られ る。 全 体 的 には 被 殻 数 の

出 現 頻 度 と同 じ傾 向 を示 した と言 え る。 し か し、

海 水 生 種(中 心 目)も 海 水 生 種 全 体 も 、 そ の ピ ー

ク は一16.5mの 層 準 で あ り、一9.8mの 層 準 で は 海

水 生 種(中 心 目)よ り海 水 生 種(羽 状 目)の 方 が

多 い と い う結 果 で あ っ た 。 こ の結 果 と図2の 被 殻

数 の 出 現 頻 度 を考 え合 わせ る と、DiatomzoneB

に お け る水 深 は 、 わ ず'かな が ら一16.5～ 一13.8m

間 の 層 準 で最 も深 い と推 定 され る。

珪 藻 全 体 と しての 出現taxa数 は 、一17.4mの 層

準 で 最 低 の30taxa、 一9.8mの 層準 で 最 高 の59ta-

xaで 、そ れ以 外 は ほ ぼ40～50taxaの 範 囲 で あ っ

た 。 増 減 の傾 向 と して は 、 安 定 した 海 水 環 境 で あ
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図3.各 分 類 群 の 出 現taxa数

る程 度 の 水 深 が あっ た と推 定 され る一13.8～ 一7.5

m間 の 層 準 で増 加 し、鍼 度 が変 化 し た と推 定 され

る一18.5～17.4m及 び 一3.7mの 層 準 で減 少 した 。

一2 .7mの 層 準 に お け るtaxa数 の 少 な い値 は 、 珪

藻 の 生 育 に関 して の 悪 条 件 、 す な わ ち陸 地 化 に近

い環 境 を表 わ す もの と考 え られ る。

な お、 一9.8mの 層 準 で淡 水 生 種 が相 当 のtaxa

数 出現 す る こ と が注 目 され る。 この 層 準 は 、層 相

にお い て もsandysiltか らsiltysandへ の 移 行 点

で も あ り、 嫌 塩 生 種 も 多 く含 ま れ る こ と か ら、細

胞 の 死 後 河 川 に よ っ て運 ば れ た二 次 堆積 物 で あ る

可 能 性 も考 え られ る。

以 上 の よ う に、 本 地 点 の 古 環:境 と して は 、湿 地

か ら汽 水 域 をへ て あ る程 度 深 い海 と な り、 そ の 後

は沿 岸域 の浅 い 海 そ して 砂 浜 の状 態 か ら淡 水 性 の

湿 地 へ と い う移 行 が推 定 さ れ た訳 で あ る。

つ ま り、 コ ア 最 下 部 の 一19.8mか ら一17.4mの

層準 の 堆 積 時 の 海 進 と、一9.8mの 層 準 の 堆 積 時 以

降 の 海 退 、そ して 一17.4～ 一9.8m問 の 堆 積 時 は ほ

ぼ 同 じ程 度 の 水 深(あ る い は 一16.5～ 一13.8m間

の 堆積 時 が最 も深 い)で あ っ た こ と を支 持 す る結

果 が得 られ た 。 こ の海 進 と海 退 を比 較 す る と、 海

退 期 に は優 占種 がCo5c加odぎ5c粥SPP.な ど海 水

生種(中 心 目)か ら沿岸 性 のGγ α㎜mαZopんoγαspp.

やMe10Sぬ5πIC配 αそ して砂 浜 を好 む翫Z2SCん ぬ

gγαηπ♂伽αへ と徐 々 に移 行 す るの に 対 して、海 進 期

に はGγ α?πmαZopんoγαspp.の 小 さな ピー クが 見 ら

れ たの み で 、 汽 水 域 か ら海 水 生 種(中 心 目)へ と

急 速 に変 化 す る とい う違 い が 見 ら れ た。 ま た 、 海

進 期 に お い て 高 頻 度 で 出 現 した汽 水 生 種(大 部 分

がRんopαZodご αgどδ加 ア招α)は 海 退 期 には ほ とん ど

見 られ な か っ た。

コ ア との 比 較 の た め に 、湖 内沿岸 部 の数 地 点 に

お い て底 性 及 び プ ラ ン ク トンの 現 生 珪 藻 を採 取 し

て分 析 を行 っ た(未 発 表)。そ れ に よ る と、本 コア

の 特 徴 と して汽 水 生 種 のtaxa数 及 びRhoρ α10痂α

寂 肋eγ認α以 外 の 出 現 頻 度 が 、 各 層 を通 じて 非 常

に少 な い と い う点 が あ げ られ る。 特 に 、 内 湾 の 汽

水 域 に善 通 に産 し本 湖 の現 生種 に も 多数 出 現 す る

BαCガ〃α磁Pα γαd・エα,8ツ ηedγαZα6ぬ εα,4Cん 一

ηα撹 んθ3ん α解c短 αηαは 全 く出 現 しな か っ た 。 こ

の傾 向 は 海 水 生 種 につ い て も見 られ 、Coccoηcお

sc厩e〃 賜観 を除 けば 、現 生 種 と して優 占す るもの は

コ ア に は ほ と ん ど出 現 し な か っ た。 な お 、 現 生 種
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と して特 に大 沼 に お い て圧 倒 的 に優 占 す るCocc-

oηcお5c初e〃 窃観(海 水 生 種 ・羽 状 目)は 、 コ ア に

お い て はNぬ5c痂 αgγαη配αzαと ほ ぼ 同 じパ ター

ンを示 し、 一6.5mの 層準 に ピ ー ク を持 つ 。

最 後 に 、Dθηzごc堀αZα碗αにつ いて で あ る が 、本

種 につ い て は 過 去 の 研 究 に よ るデ ー タ不 足 の た め

環 境 につ い て の 明 確 な指 標 と は な り得 な い 。 本 コ

ア にお いて は、一18.5～ 一15.3m及 び 一5.5～ 一3 .7

mの 層 準 の 比較 的 浅 い海 か あ る い は汽 水 に近 い状

態 と推 定 され る時 期 に圧 倒 的 に優 占 し、一2.7mと

現 生 珪 藻 中 に は ほ と ん ど出現 しな かっ た 。

な お以 上 指 標 と し て 使 用 し た 種 は 、 前 述 の

Hustedt(1930.1959.1961-1966)、Patrickand

Reimer(1966.1975)の 他 、 小 久 保(1973)、 水 野

(1964)、 小 林 ・小 島(1976.1977)な どに従 った。

4.海 面 変 動 と の関 係

日本 に お け る完 新 世 の海 面 変 動 に つ い て の 研 究

は数 多 く、 前 田(1976)は 大 阪 湾 に お い て、 松 島

(1982)は オ ホ ー ツ ク海 沿 岸 特 に浜 頓 別 か ら網 走

間 に お い て 、 共 に貝 類遺 骸 群 集 の 調査 に基 づ い た

海 面 変 動 曲線 を描 いた 。 松 島(1982)の 海 面 変 動

曲線 に よ る と、 約9000年 前 に は現 在 の そ れ よ り約

15m低 位 で あ っ た海 水 準 は 、 後 氷 期 の 温 暖 化 に伴

っ て 急 速 に上 昇 し、 約6000～5000年 前 に は現 在 よ

り3～4m高 位 に達 し、 そ の 後 ゆ る や か に下 降 し

て現 在 に至 っ た と さ れ て い る。

今 回 用 い た試 料 は 、 約9000～6000年 前 の 範 囲 で

あ る が 、 海 が最 も深 い と推 定 され るの は 一16 .5～
一9 .8mの 層 準 で、約6000年 前 に は す で に か な りの

海 退 が見 られ た 。 こ れ は 、 海 水 面 の上 昇 と堆 積 速

度 との 関 係 で 、 一16.5～ 一9.8m間 の 層 準 は 両 者

が ほ ぼ っ り合 っ た 状 態 で 、 それ 以 降 は 堆 積 速 度 が

一上回 った 状 態 で あ ろ う。 特 に、DiatomzoneDに

お い て 、 湖 内 の現 生 種 に 多 く見 ら れ る .Bαd〃 α磁

pαγα面 ∬αや8ッ η記 γαzα伽z碗 α,あ る い は 海 進 期

に優 占 す るRんopαZod♂ α 幻 勧 θγ初Zαな ど 汽 水 生 種

の ピ ー クが 見 られ な い ま ま、 海 水 生 種 か ら淡 水 生

種 へ 急 激 に移 行 す る こ とは 、 こ の急 速 な堆 積 作 用

を示 す も の で あ ろ う。 約6000～5000年 前 の高 海 水

準 につ い て は 、 湖 の 中 央 付 近 で珪 藻 分 析 を行 えば

よ り明確 な推 定 が 可 能 で あ ろ う。

ま た 、約9000年 前 以 降 の海 水準 上 昇 は 、1000年

当 り平 均 約5mと い う速 い速 度 で進 ん だ と さ れ て

い る(松 島 、1982)。 今 回 の 調 査 結 果 に お い て 、

海 退 期 にお いて見 られ た沿 岸 性 のGγ α魏観硯oρ肋 γα

SPP.やMelo5∫ γα 鋤ZcαZαの優 占する時 期 が海 進 期

に は 見 ら れ な い とい う現 象 は 、 お そ ら く この 海 進

と海 退 の速 度 の差 に よ る もので あろう。Nぬ3c痂 α

gγαηπ短 αにっ い て は 、この他 に、底 質 の違 い が原

因 と して 考 え ら れ る。

5.貝 類 遺 骸 群 集 との 対 比

今 回 の 珪 藻 分析 と同 じ コ ア につ い て 、 松 島(19

82)は 貝 類 遺 骸 群 集 の分 析 を行 っ て い る。 そ れ に

よ る と、 全 体 的 に内 湾 の潮 間 帯 砂 泥 底 の種 で あ る

マ ガ キCγ α∬03Zγ θα9ぎ9α5,ヒ メシ ラ トリル血co7πα

ぎπCOηgγ㎜,ア サ リTαρe5ブ αρ0窺Cα が特 徴 種 と し

て現 わ れ 、 上部 の 一2.4m,一2.2mの 層 準 で低 鹸

水 を好 む ヤ マ ト、シ ジ ミCoγ 配c配 α ブαpoη∫cα,ヌマ

コ ダキ ガ イPoZα 視ocoγ 伽Zα αm群eη5ど5が 現 わ れ 、

内湾 か ら潟 に移 行 した と し て い る。

この 海 成 層 の上 限 につ い て は、 珪 藻 分析 か らは

一3 .7～ 一2.7m間 の 層 準 で あ る と い う結 果 が得 ら

れ て お り、 若 干 の違 い が見 られ た 。 な お 、 今 回 計

数 は行 っ て い な い が 、 一2.5m、 一2.4mの 層 準 に

お い て同 定 不 能 の 海 水 生種 の破 壊 さ れ た被 殻 が 多

数 見 ら れ 、一 応 海 成 層 で あ る と考 え られ る。 この

問題 につ い て の 明 確 な結 論 は不 可 能 で あ る が 、珪

藻 か ら見 る限 りで は 被 殻 の破 壊 され た 一2.5m、 一

2.4mの 層 準 が再 堆 積 層 で あ り、海 成 層 の 上 限 は や

は り一3.7～ 一2.7m間 の 層 準 で あ る とい うの が妥

当 で あ ろ う。

この 貝類 遺 骸 と珪 藻遺 骸 か ら見 た 海 成 層 の上 限

が 異 な る層 準 に な る こ と につ い て は 、 両 者 の生 育

様 式 の 違 い や 、 淡 水 生 種 の 耐1鍼度 性 の 問 題 もあ り、

そ の理 由 を現 時 点 で 明 確 に述 べ る こ とは で きな い。

参 考 まで に 、 ク ッチ ャ ロ湖 は 現 在 低 鹸 水 で ヤ マ ト

シ ジ ミ、 ヌマ コ ダキ ガ イが 多数 生 息 して い る が、

珪 藻 で は海 水 生 種 が 大 沼 で40～50%、 小 沼 で は20

%程 度 出現 し、 淡 水 生 種 は大 沼 で25～40%、 小 沼

で50%、 汽 水 生 種 は 両 沼 と も10～30%程 度 出現 す

る。

また 、 貝類 遺 骸 に お い ては 、一6.5mの 層 準 に現

在 オ ホ ー ツ ク海 沿岸 に は 生 息 しな い 暖 海 生 の シオ

フ キMαczγ α ッεηeγ蜘 γ加5が 現 われ て、当 時 海 水

温 が上 昇 した こ と を示 して い る。 しか し、 珪 藻 に

は暖 海 生 ・寒 海 生 と明 確 に 区 別 で き る もの は 少 な
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く、 気 候 や 水 温 に関 して の 指 標 には な りに くい た

め 、 特 に海 水 温 の上 昇 を示 す よ う な変 化 は 見 られ

な か っ た 。

大 島 ほ か(1972)は 、 今 回 の ボ ー リ ン グ地 点 付

近 の ピ ッ ト(標 高4m)に お い て、深 度 一1.8mの

層 準 に カ キ礁(14C年 代 は5610±130y.B.P)の 上

限 を観 察 して 当時2.2m以 上 の 高 海 水 準 が必 要 で あ

る こ と を示 し、 同 時 に カキ 礁 の構成 種 中 に 暖 海 生

の シ オ フ キ 、 ハ マ グ リル1cγθzγ㍑ んεo帽α,ウ ネナ

シ トマ ヤ ガ イTγ αPα2如観1融 伽伽 な ど が 多 数 含

ま れ る こ と を示 した 。 つ ま り、 海 成 層 の上 限 につ

い て は 、珪 藻 分 析 に よ る結 果 よ り高 い とい う結 果

で あ る 。 前 述 の よ うに、 松 島(1982)も 本 ボ ー リ

ング地 点 か ら10m離 れ た 地 点 で カキ 礁 とア サ リ主

体 の 貝殻 層 を観 察 し、 そ の地 点 で の 海 成 層 の 上 限

は 一1.4mの 層 準 で あ る と して い る。 コ アの 珪 藻

分 析 の違 い は 、川 道 の 位 置 な どの 微 地 形 的 要 因 や

侵 食 に よ る不 整 合 な ど が原 因 と して考 え られ るが

今 後 多 方 面 の研 究 に よ っ て結 論 が可 能 と な るで あ

ろ う。

ク ッチ ャ ロ湖 の 形 成 史 につ い て大 島 ほ か(1972)

は 、7000～4000年 前 の 「日の 出 貝 塚 」 の 構 成 貝 が

内 湾 汽 水 の温 暖 環 境 に生 息 す る もの で 、4000年 前

以 降 の 貝:塚は 主 と して シ ジ ミか らな り、 暖 海 汽 水

生 の もの は 産 しな くな る こ と か ら、7000年 前 の 現

海 水 準 下20m以 下 の河 谷 か ら高 海 水 準 期 に は ク ッ

チ ャ ロ湾 と な り、 湾 口 の 海 面 下 に発 達 して い た砂

州 が海 退 と と も に湾 口 砂 州 ・砂 堤 へ と発 達 し、 湾

口 が狭 く な っ て 、 ク ッチ ャ ロ湖 に変 化 した と して

い る。

今 回 の ボ ー リ ン グ地 点 は沿 岸 部 で 、 急 速 な堆 積

作 用 の た め 汽 水 生 種 の優 占す る 時期 が な く、 湾 口

が狭 くな る に した が っ て徐 々 に鹸 度 が低 下 した と

い う明 確 な結 論 は 得 ら れ な か っ た 。 こ の 点 につ い

て も 、 や は り湖 の 中 央 付 近 で の 珪 藻 分 析 が必 要 で

あ ろ う。

ま と め

1.ク ッチ ャ ロ湖 の古 環 境 と して は 、 約9000年

前 の湿 地 が海 水 の 影 響 を受 け始 め 、汽 水 域 か ら あ

る程 度 深 い海 と な り、 そ の 後 は沿 岸 域 そ して 砂 浜

をへ て 、 淡 水 性 の 湿 地 へ と い う移 行 が 推 定 さ れ た。

2.珪 藻 か ら見 た海 成 層 の 上 限 は 一3.7～ 一2.7

m間 の層準 にあり、同コア中の貝類遺骸や周辺の

露頭地層中の貝殻層準とは若干の違 いが見られた。

3.ク ッチャロ湖の形成史、特 に砂州の形成過

程についての結論は不可能であった。 この点につ

いては、湖の中央付近での調査 によって可能とな

るであろ う。
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